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発刊にあたって

本書は，幡鉾J!I流域総合整備計掘に係る県営画場整備工事に先立つて実施された，

韓国遺跡の発据調査報告書です。鶴田遺跡は，震の辻遺跡に隣接した!日石器時代から

中世にかけての遺跡で，弥生時代の大環濠集落である療の辻遺跡の大きな影響れこあ

ったと考えられます。

今回の発掘調査では，弥生時代中期の小児用喜一棺が梧次いで確認され，この付近に

集落が営まれていたことが明らかになりました。翠轄の中には，合口霊椙のほかに三

連警棺や石葦警棺も確認され，壱岐におげる当時の埋葬形態を考える上で貴重な資料

となりました。また，翠棺の時期が弥生時代中期に限定されることから，原の辻遺跡

との関係を考える上でも重要であると考えられます。また，弥生時代のほかにも， I日

石器時代や中世の遺物が出土しており，この地が長い簡にわたって利用されたことが

明らかになりました。

現在，壱妓では原の辻遺跡がノ全国的に多くの注目を集め，考古学への興味を大いに

喚起しています。その一方で，壱岐には原の辻遺跡のほかにも多くの貴重な遺跡があ

り，発礎調査が行われています。原の辻遺跡だけではなしこれらの遺跡にも光をあ

ててこそ壱岐の歴史が幅広く理解できるものであると考えられます。本書が，その理

解の一助となることを額いつつ刊行のあいさつといたします。

平成10年3月31日

長崎県教育委員会教育長 中川 忠
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1.本書は，長崎県壱岐郡石田町池田仲触に所在する鶴田(つるた)遺跡の発掘調査報告書である O

2.謂査は，範i調確認調査を平成3年3月に実施し，その結果を受けて本調査を平成9年5月

したものである O

3.範閤確認調査は，石田町教育委員会が主体となり，長時繋文化課が議査を担当した。

4.本調査は，長崎黒教育委員会と石田町教育委員会が主体となった。原の辻遺跡調査事務所と石田

町教育委員会が調査を担当した。

5.本書は，原の辻遺跡調査事務所と石田町教育委員会が実施したふたつの諮査を収録している。

6.本書にi民録した遺物の実i札遺構・遺物の製図は，原の辻遺掛調査事務所がおこなった。

7.本書の写真は，安楽勉，J 11口洋平，河合雄吉が撮影した。

8.本書の執筆ー編集は1110洋平による。
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1 .遺跡、の立地と環境

壱i技島I:l:，九十1'1の二!と東にひろがる玄海灘に浮かぶ南北約17km，東西約15kmの島で，福岡市の北西約

67km，佐賀毘呼子町の北約26kmlこ位援している O 対馬と共じ九州と朝鮮半島の間に飛び石状にある

ことから，古くから文化的な交捗や交流を考える上で重要な役割を果たしてきた。三世紀の中国の史

いわゆる f重量志棲人伝jの中に 1--支悶jとして登場し fやや田地があるが，水屈を耕しても食べ

るには足らず，南やjとと交易して生活しているjと書かれている。古墳時代から吉代にかけても大陸

への最前線として重要視されたためか，多くの大規模古墳が築かれたり，国の扱いを受けて毘庶が置

かれたりしている。

鶴田遺跡は，壱岐島最大の平野である深江田原の南鈎に突き出た舌状台地とその周辺にあり，弥生

時代の大規模環濠集落である原の辻遺跡の西11mわずか400mの位置に隣接している。遺跡、の諜i高は 9m

~lOmで、現状は水田である。原の辻遺跡との間には，池田}I!が南北に流れており，北儒でi揺鉾J11に合

流している。

その立地から，弥生時代には涼の辻遺跡との密接な関誌が推測される。原の辻遺跡は，その存在が

地元の研究者によって大正時代から紹介されていたが，平成5年から行われた調査によって，台上告を

巡る多重の環濠が穣認され，賃泉や銅鉱，木製の楯や短申が出土した。島内には，これほどの規模と

内容の遺跡ほかに存在しないことから， r諜;T5偉人伝nこ記載された一支関の中心集落と評{揺されるに
っている。その調査は未だ部分的であるが，遺跡の範毘は環濠の外観までjよく及んでいると考えら

れているO 弥生時代において，鶴田遺勤、が原の辻遺跡に合まれるかどうか誌検討の余地を残すが，少

なくとも，入や物の交流が密であったと考えるのが自然であろう。遺跡の立地や歴史的な環境を考え

る上でも原の辻遺跡の存在は，見過ごすことのできないものであるc

第 1国遺跡属辺毘(1 /5，000) 
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11.調査経緯

鵠沼遺跡;主長崎県文北諜によって確認された弥生時代の遺跡で， f長崎持遺跡地流ド1)に

遺物包含地として設録されている。

壱蚊地区における県営圏場整備事業である轄鉾ill流域総合整備計画に伴い，工事にかかる遺跡につ

いて範囲確認調査を実施することとなった。鶴田遺膝についても，平成3ケー度に石i芳野I教育委員会が

とな i人長崎県丈佑謀によって調査が実殖され，弥生時代の墳墓域である可能性が指摘された。

この結果を受け， 工事にかかる広域について平成9年度に調査が突越されることとなった。今回の諒

在比遺跡の束flllJの工事京域について実臨したものである。調査の主体は，長崎県教青委員会で， J京

のi土遺臨調査事務所が現場読査を担当した。

註(1) 長崎県文化計調査報告吉第112集 f長崎県遺跡地国j 壱i技地区一 会 1994

III.調査

1 .範囲確認調査(平成 3年度)

(1 i 爵査概要

①誤査関係者 三i考査関係者は，以下のとおりである。

石田町教育委員会 長崎県教官庁文化課

教育長 後藤 lE敏 謁交係長 出ill

教育次長 LL!日 ちょ 主任文化対保護主事 副島和明

立社会教育主事 ?長fl 寿典 i司 宮崎貴夫

社会教育主事詩 土二JlI 文化財保護主事 j甫[JJ手[]彦

社会教育指導員 橋本謙二

@議長方法(第 4r富) 調査対象地に:)Omx 30mの調査区を組み 2mX2mの試掘墳を20箆長rr.，お

よぴ2mX5mの試掘墳を 3 して訴E査をffふった。合計した調査雨棋は1l0nずで、あるの調査は，

平成4年 3月16Hから平成 4iF3 H21日にかけて行い，掘りれずは，入力によっ

③j二層(第 21望1) 土層は次の 3揺に大関きれる c 第 1層は，茶褐色の土で水田の作土である。第 2

は， [天茶謁{主の粘質 t:で水田の床土ていある。第3層は，民色系の粘費土て、部分的に色が異なるが，

基本的な 同じであるc 低湿地のこ上層である黒灰色・黒褐急のの粘笠土(訂正成費)が薙認されて

いないので， 1[1状は詩文i有地:1えの地形が広がっていたことが推測された。

④遺構今回の調査においては，遺構は確認されなかった。ただ，今回の調査範間外ではあるが， 1á~ 

1基薙認され，境墓域の存在が想定されたc

2 



⑤遺物(第3図) 今lu!の調査で出土した遺物は，黒穣石争lJJ¥-ー原石，弥正主土器，近世陶磁器などで

あるが，その数は少な7い。 I沼化可能な 2点を提示した。 1tま黒耀;石の剥!'rーで、，お 14から出土した 0

2は弥生土器で¥う 23から出土Lた。中期の衰の口縁部で，表面の色は f標準上色lt.占](1) tこよる7.5

YR~笠 7/6 に相当し，競成は比較的良好で、あるが，器表の嵐化が進み，調整の痕跡はのこっていな

い。 )jti土は， ~I- 英と長石の粒を含んでいる ο 口縁部は逆 L字形に折れ曲がり，外側 lこ J条の rl帯が巡

っている。いわゆる須玖式の土器で， tW崎博之の分類(勺こよる，須玖Iの薪段階に位冨付けられるもの

と考えられる。

これらの遺物は，流れ込みによるものと考えられ，明4確な遺物包含層の存在を示すものではないと

考えられる O

(2) まとめ

①今[11]の調去によって，鶴市遺跡の間辺は微i吉~j惑が広がった地形であることが判明し，調奈対象範関

には水l::HのliT龍性をもっ低湿地の二jゐ層は，確認きれなかった。

②弥生時代から中!止にかけての遺構およぴ遺物包含層は確認できなかった。

③本遺跡は，集落ではなし弥生時代の墓域で、あることが確認された。

@墓域が想定される地域に工事が及ぶ場令には，関係者による協議が必要である。

註

(1) 農林水産省農林水産技術会議事務号・鮪日本色彩研究所監格〔標準ヒ邑Itr':il 1995 

(2) 回崎均一之[須玖式土器の再検討~~史謝J 511122号 九州大学文学部 1985 
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2 .本調査(平成 g年度)

(1) 調査概要

CD謁食関係者 本調査の関係者は以下のとおりである。

長崎県教育庁原の辻遺跡調奈事務所

所長田JIl肇 課長安楽勉〈調主担当ト岩永道雄 主査松崎繁昭

文化財保護主事)11日 洋平(調査担当)

石田軒教育委員会

教育長町田忠治

社会教育係(文化財担当 M合雄吉(調主担当)

②調査方法(第9国) 遺跡にかかる工事は， !重場整f治工事と河JI!I';I(噴霧T事のふたつの卒業が予定さ

れたためラそれぞれについて涼の辻遺跡諜査事務所が調査を行うこととなったが，工事院域が隣接す

ることから，謂査i正については共通のものを用いた。また， llllj場整矯分については 2認を石田軒教

育委員会が調査を担当した。磁場整{藷に伴う誤査は， 5mX3mを基本とするグリッドをjとからA-K

まで設定して行った。 D区とG区については，西端で翠柁が碍認されたため，それぞれ適時拡張した。

合計A した調査面積は146.6m'で、ある O 調奈は，平成9if. 5月15日から平成9年 5月29Bにかけて実施し

た。石田町教育委員会'i，J-Kの誌の321がを平成9年5月151Jから平成9年5月21日にかけて諒

した。掘り下げは入力で-fjい，遺物包含!吾および、遺講については結主を行ったc なお写本書では河

川改修に伴う調査で確認した ~tfr8 と遺構の一部も便宜的に報告することとする。

③土屠(第8図) 基本的な土}自立，以下のとおりであるの第 I層は a-dに細かく分けられるが，

近代の耕作による堆稽であり， 一部は理主を形成している o 1 a は茶褐色士f'di. 1 bは陪菜子易色土屠，

1 c 1土地I1Jの士、を含んだ茶褐色土層， 1 d l土離を多く含む版褐色土層で、ある。第 2層は，黒褐色土層

で拡生時代の遺物証含層であるが，期王子により一部でしか擁認されなかったc なお，隣ム接する河川改

修に伴う調査区からは第 2，言下の池山(第 3層)からは， !H石器時代の遺物がII¥J二している。
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弥生時代の童特・査柁合わせて12基にのぼ今@の謁査で緩認された遺構は，@遺構(第II~16凶)

まれている c三達式斐棺や石蓋のものもを占めるが，小児用の合uる。

も第3揺の黄;褐色の地IIJであるが多くが後世の撹乱により上部を郎平きれており，端りかたは，

すぎなかった。原形を留めるものは 1

これについて，小児用の護桔がの割合が高いことがあげられる。牛小いくつかの率引設をあげると，

ガffiか

目すればラ主軸方向を東西にとっ，水平から30ーに傾けて童くことがあげら

6 

付j[には成入用のものもあることが推溺される。次に，;ふ今設の調査を待たねばならないが，

たを含めた埋葬の形態に



れる。接口部の粘 LのI::B長りは 1二懇の崩壊により検出が困難であったが， 10号遺構におLミては，比

較的良好に確認されたの 遺構の時期は弥生時代中期でヲ田崎1雪之分芳子1)の須玖 I式の新段階のi話と考え

られる。認めてlifえられた期間に相次いで埼葬が行われたことが推測されるわ

個々の遺構で特設のあるものをみると， 3号遺構と128-遺構が単護であることがあげられる。 12号

遺講については，玄武岩の石松が斐のn縁部前方に立っていたことから， 11~蓋であることが推測され

るが，窪の1I縁部下から制平により失われているため不明な点が多い。 3号遺構では，石較はみられ

なかったがヲ引き抜かれた可能性もあり，木去との?と守新は難しい。このほか， 11号遺構は二

あるが，真中 Bの底部をわざと欠いて護Aの底部付近に伏せて苫メミてあることが椛認された。

Al君uは，頭の方向であったのか傾斜をつける怠~があったものと考えられる。

註(1) 田崎博之 I~J'{玖式 -t二容の一再検討J r lJ:'.iJii!J 122号 九州大学文学部 1985 

番主-3 P 
I芋J小知H合口翠

2 -ig~ I小児用合[1翠

iι日両J亙三重

信 考

敢香ししていた

N82"W 

N73
0

E 

Bの底部を護Aの下にi亙く
蚕瓦I五「云亙一一一一一一一一一

表1 遺構一覧表(時期i玄関崎編年による)
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表 2 塁悪棺傾斜角・方位角グラフ
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@造物(第17-21関) 今li:!Jの調子長で出土した遺物は，遺物包含!詩がU:ばt'l!J平されているために室桔，

圭桔の土器にとどまる。これらの土器を概説Lてみると，小児市空柁に使用された斐形 L器は，日Jd待

博之の分類(勺こよる須玖I式の新段階のものであると

には寸惑にノ、ヶメがのこり， 口車~吉郎まヨコナデiこより

られる。器表が風化したものが多いが外訴

される。特設的なのは， 官ICの斐に煮炊の

跡が認められることでふる。使用済みのものを転用したとすれば興味深い。またrJ縁部下の凸帯

が a条のもの(1， 2など)と二条のもの(6 )とがある。これについては，船土に含まれる金雲母

などの有無と合わせて土器の撮入の問題を字んでいると思われるが，北部九州との広範な比較など今

後の課題であろう c 20の成人出の護は，矯[J遠出の編年(2)によるKIIb式に相当するものと考えられ，

小党用 と時期的にほぼ併行するものと思われる Q ることから小児用であったのか，成人

に用いられたのかは不明で、ある。 唯一・出土し (19)はラ章桔(9号遣構)として用いられたもの

でわる。沼崎氏の分類によれば，須玖II式の段階に担当することとなり，今回の調査では最も時期の

下がる資料である。

註

(1) mUI奇i専之 7涜玖式 L器の再検討Jr史認:u122号、 九州大学文学部 19お
(2) 橋口達也「斐の編{F的研究J77d付縦貫自動王手道関係埋蔵文化財報告書j福j潟県教育委員会 1979 

(3) 農林水建省、農林本産技術会議事務局・例日本色彩研究所監修 f標準 l二色qlllí.~ 1995 

遺構番号
漬物需ぜ L!155 特 徴

l号 r: 1 15YR6/6i拡焼成良ヲ石英・長石・金雲母粒

下 2 ! 5YR6/6m，境成良，石英・長石・金雲母粒

2号上
34 !1川75Y5YRYR6R/5G7/ 燈，助成良，石英・長石・金雲母杭

下 /6，焼成立を，石英・長石・金雲母粒

4口T5 3にぶい黄褐境成立主，石英・長石・金雲母粒

!5YR4/8赤褐， )境成並， T:i英・長石・金雲母粒8 6 

7 6・7泣同一偶体

(7m  6号土 i 8 
9 7.5YR6/3にぷい整，焼成並，右英・長石・金雲母粒，煮炊痕

下 11

10号上 12

子"1 13 

11号J 引 14

B I 15 

C I 16 

7.5YR5/4にぶい控境成並，石英・長石・

i 10YR5/3にぶい黄褐填成立主，石英・長石・金雲母粒，煮炊痕

I 10YR6/3~こぶい黄撞， ，境成;並，石英・長石粒

7.5YR5/4にぶい褐，焼成並，石英・長石・金雲母粒，煮炊痕

lOYR6/4にぷい黄樟，焼成並，石英・長石・金雲母粒

5YR6/6態，焼成並，石英・長石・金雲母粒

5YR6/6樟，焼成並，石英・長石・金雲母粒9

17 ! 10YR5/4にぷい黄鐙，焼成並，石英・長石粒

日山こぶい黄褐色，焼成払石英.~T:Î .金雲母粒

15YR6えによ:ぃ樟，焼成並，石英・長石粒

7.5YR7/4~こぶい樟，焼成並，石英・長石粒

10 

号
一
号
一
口
一
勺

↑
ロ
↑
ハ
ヲ
一

5

表3 遺物観察表
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o 20cm 
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1 ・2 1号護熔
3・4 2考察権
5 4号婆緩

第13毘遺物実溺屈をい/ヰ)
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6・7 8号案棺
8・9 6号護棺

G 

同孟五孟孟ヰ

守、

8 F三三二

20cm 

9 

第14函遺物実測図②(1 4 ) 
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12・13 10号委縮
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第15毘遺物実溺盟各(1 /4) 
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14~16 11考察棺
17 3号察権

o 20cm 
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N. まとめ

今回の謁査による，考古j学的な成果を整理すると以下のようになる。

@弥生時代の小児用護棺などの理葬遺構が12基確認きれ，付近が墓域であることが判明した。

②その内容は，小児用合口斐棺5基，小克市単翠棺3基，小児用三連式警柁1基，小克服古桔1基，

成人Jfj葉柁1基，部三Fにより散乱した窪寺官2基である。

③土器の形態から，遺構は弥生時代中期前葉の限られた期間に相次いでつくられたと考えられる。

以上のことから，鶴田遺跡、の弥生時代の様相について可能な限り控測をしてみたい。まず，問題に

なってくるのは，今回確認された墓域はどこの集日!のものかということである。いうまでもなし本

遺跡の東領1J400mの場所には，大規模な環濠集落で、ある原の辻遺跡があり，その遺跡の範問は近年の調

査でより広範囲であったことが明らかになってきている(¥)。鶴出遺跡が原の辻遺跡に含まれるのかど

うかという問題も，今回の墓域の問題と密接に関係してくる。

1廷の辻遺跡が環濠集落として機能するのは，弥生時代前期からとされる(2)i;"， 最感期とされる中期か

ら後期にかけての展開には不明な点が多く，現在遺跡の周辺の小集団との関係を含めた検討がすすめ

られているのおそらしほの辻遺跡の陸謹と並行して周辺の小集団の吸収や合併が進んだと考えられ

るがラ鶴間違掛で確認された芸域は，そのi直前から中途の極めて短期間の関に構成されている。この

ことは，この慕域を構成した集[1:]が'1:1期の前葉以降に移動または解体したことを推測さ予せる 3 前記の

流れと合わせて考えれば，この慕域の集団は!互のj土遺跡とは'ij!Jのものであったのが，この時期以蜂に

吸収されていったという流れも考えられる c

しかし現時点では墓場;が確認されたのみであり，この集出の生活時が確認されておらず，今後の

調査が期待される。また，仮に生活跡が薙認されたとしても，誕の辻j立勤;との距離を考えると，定接

的な影響があったと考えられる。その意味では鶴田遺跡はヲ原の辻遺跡を構成する集団のひとつとし

て言乎f話されるだろ 70

註

(1) 平成9iFの{主主点で約100ヘクタール

(2) 長崎県文化財調査報告書第124集 f涼の辻遺跡j 長崎県教育委員会 1995 
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